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葉⾯の気孔の開⼝幅を減少させて細菌侵⼊を防ぐ 
〜アミノ酸による植物の病害対策〜 

 

近年、キャベツやハクサイなどのアブラナ科野菜⽣産において、アブラナ科植物⿊斑細菌病が世界
的に⼤きな被害をもたらしています。細菌病の主な防除⼿段は殺菌剤の散布ですが、それらの薬剤に
耐性を持った細菌が出現するなどさまざまな問題があり、持続可能な農業の観点から、新たな防除⽅
法の開発が求められています。 

本研究では、キャベツ⿊斑細菌病において、天然に存在するアミノ酸による葉⾯処理の防除効果を
検討しました。その結果、多くのアミノ酸がキャベツ⿊斑細菌病の抑制に寄与しており、それらは、細
菌が植物に侵⼊する前の感染過程で防除効果を発揮することを⾒いだしました。また、そのメカニズ
ムとして、気孔開⼝幅が減少して植物への細菌侵⼊数が抑制されるために、キャベツ⿊斑細菌病の症
状が抑えられていることを⽰しました。 

以上より、アミノ酸葉⾯処理はキャベツ⿊斑細菌病を防ぐための有効な⽅法であることが明らかに
なりました。天然化合物を⽤いて細菌の侵⼊場所である気孔の開⼝幅を調節する病害対策は、持続可
能な農業の実現に資すると考えられます。 
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 研究の背景  
近年、アブラナ科植物⿊斑細菌病注１）がキャベツやハクサイなどのアブラナ科野菜⽣産に⼤きな被害を

もたらしています。このような細菌病の防除⽅法としては、抗⽣物質や銅剤などの殺菌剤が主に使⽤され
ています。しかし、殺菌剤の使⽤は、それらの薬剤に対して耐性をもった耐性菌の出現を助⻑するといっ
た問題があり、実際に、アブラナ科植物⿊斑細菌病菌では、そのような報告が既に⾏われています。持続
可能な農業を実現するためには、この問題を解決する新たな⽅法の開発が求められています。そこで本研
究では、天然化合物であるアミノ酸を⽤いた細菌病防除⽅法を検討しました。 
 
 研究内容と成果  

キャベツ⿊斑細菌病は、葉⾯に付着した細菌が、⾃然開⼝部（主に気孔）から侵⼊し、植物内で感染、
増殖することにより、葉の⻩化や壊死などを引き起こす植物の病気です。本研究チームは、⽣体構成アミ
ノ酸 20 種の細菌病抑制効果の検証を⾏い、そのうち 14 種のアミノ酸をキャベツ葉⾯上にスプレーで噴
霧処理すると、キャベツ⿊斑細菌病菌による⻩化・壊死症状および植物内細菌数が抑制されることを⾒い
だしました。また、アミノ酸による防除効果は、キャベツ⿊斑細菌病菌を浸漬接種注２）した場合でのみ認
められ、シリンジ接種注３）をした際には認められませんでした。これらの結果から、防除効果を発揮した
14 種のアミノ酸は、植物に侵⼊する前の感染過程で防除効果を発揮していることが⽰唆されました。 

さらに、キャベツ⿊斑細菌病菌の主な侵⼊場所である気孔のアミノ酸に対する応答を観察したところ、
多くのアミノ酸が気孔開⼝幅の減少に寄与することが分かりました。防除効果を発揮し、特に気孔の開⼝
幅の減少に寄与していたシステイン、グルタミン酸、リシンについてさらに解析を⾏ったところ、無処理
部分と⽐較して、それらのアミノ酸処理により、気孔開⼝幅および植物内への細菌侵⼊数が有意に減少し
ており（図１）、気孔開⼝幅と細菌の侵⼊数の間に正の相関が認められました。また、初期細菌侵⼊数と
細菌増殖最⾼値についても正の相関があり、初期細菌侵⼊数が多いほど、激しい⻩化症状と壊死症状を⽰
しました。以上のことから、気孔開⼝幅の減少に伴って細菌の植物内への侵⼊数が減少し、感染による病
斑が抑えられることが明らかになりました。 
 
 今後の展開  

本研究では、アミノ酸の防除作⽤機構の⼀つとして、気孔開⼝幅の減少により細菌の植物内への侵⼊を
阻害する働きがあることを明らかにしました（図２）。多くの細菌病菌や⼀部の真菌は、キャベツ⿊斑細
菌病菌と同じく、気孔を主な侵⼊場所とするため、この⽅法は、さまざまな病害に対して有効であると考
えられます。アミノ酸などの安価な天然化合物を利⽤した細菌病防除は、持続可能な農業の実現に資する
技術として期待されます。 
  



3 

 参考図  

 
図１. アミノ酸処理後の気孔開⼝幅および植物内への細菌侵⼊数 

防除効果を⽰したシステイン（Cys）、グルタミン酸（Glu）、リシン（Lys）処理では、無処理部分（Cont.）
と⽐較して、気孔開⼝幅および植物内への細菌侵⼊数の有意な減少が認められた。 
 
 

 
図２ 本研究により明らかになったアミノ酸葉⾯処理によるキャベツ⿊斑細菌病抑制機構 
通常の感染では、細菌は主に気孔から植物内へ侵⼊する。⼀⽅、アミノ酸葉⾯処理を施すと、気孔開⼝

幅が減少して細菌の侵⼊が抑制され、病徴形成が抑えられる。 
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 ⽤語解説  
注１） アブラナ科植物⿊斑細菌病 

植物病原細菌 Pseudomonas cannabina pv. alisalensis によって引き起こされ、葉に⻩化や壊死症状
が現れる病気。 

注２） 浸漬接種 
細菌懸濁液に植物体を浸漬して接種する⽅法。最も⾃然感染に近い接種⽅法。 

注３） シリンジ接種 
シリンジを⽤いて、細菌懸濁液を植物体へ直接打ち込み接種する⽅法。 
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